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令和３年 11 月 30 日 
 

世界中のオリンピアンをもてなしたカトラリー 
取材の受入れ準備が整いました 

－福祉施設等での活用を開始します－ 
 

 東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会から本市へ里帰りした「おもてなしカ

トラリー」。レガシーを未来へ引き継いでいくべく、いよいよ市内福祉施設等での活用

がスタートします。各施設やイベントで「おもてなしカトラリー」が活用されている様

子をぜひご取材ください。 
 

【「おもてなしカトラリー」使用場所の概要】 

1． 障害福祉サービス事業所での使用 

利用者が食事の際に使用することで、食事時間に華を添え、話題を提供します。 

以下施設は令和 3 年 12 月 1 日以降、取材可能です。 

  ・対象施設：あったかハート 

  ・住 所：燕市吉田法花堂 757 番地 

  ・連 絡 先：0256-77-8172（担当者：燕市役所社会福祉課 斎藤） 

 

２．つばめアレルギーっ子クラブでの使用 

  食物アレルギーを持つ子どもの保護者が、災害時のアレルギー対応食の試食会で 

使用します。 

  ・日 時：令和 3 年 12 月 19 日（日）午前 10 時 30 分～午後 12 時 

・場 所：燕市児童研修館「こどもの森」 

・住 所：燕市大曲 3355 

・連 絡 先：090-3336-9638（担当者：代表 落合） 

 

３．高齢福祉施設での展示 

  市内 41 施設への展示を始めており、利用者の皆さんにご覧いただいています。 

  ・対象施設：担当者へお問い合わせください。 

  ・連 絡 先：0256-77-8190（担当者：燕市役所長寿福祉課 柄澤） 

 

４．山形県南陽市での活用 

11 月 10 日（水）、産業面や観光面で交流のある山形県南陽市へ無償貸与しました。

南陽市の小中学校の学校給食、調理実習等の授業などでも活用いただきます。 

 

本件についてのお問い合わせ先 

産業振興部 商工振興課：山﨑・永井 

電話：0256－77－8232（直通） 


